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１．概要（Summary） 
強磁性体に歪みを加えると、磁気弾性効果により磁化

方向が変化する。本研究では、フレキシブル基板上に製

膜した垂直磁化フェリ磁性体に、%オーダの巨大な引っ

張り歪みを加えた。これにより、フェリ磁性体に見られる補

償温度が変化することを確認した。また、補償温度付近で

は、保磁力の超巨大制御(6 T)に成功した。 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

多機能薄膜作製装置 
【実験方法】 

豊田工大微細加工プラットフォームにおいて、ポリエチ

レンナフタレート製フレキシブル基板上にフェリ磁性体で

あるTb/Co及びTb/Feの多層膜膜を製膜していただいた。

利用者の所属(東大)にて、アルゴンイオンミリングを用い

て基板上のフェリ磁性膜をホールバー形状に加工した。

次に、外部磁界が印加可能な装置内に、自作の小型引

っ張り試験機を導入し、基板ごとフェリ磁性薄膜に引っ張

り歪みを加えながら、様々な温度で異常ホール効果の測

定を行った。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
反平行に配列する Fe と Tb の磁気モーメントが相殺し

て正味の磁気モーメントがゼロになる温度＝補償温度で

保磁力 Hcは発散するような振る舞いを示す[Fig. 1 (a)]。
また、異常ホール抵抗 RHallは、補償温度で符号反転す

る。0.6%の歪み印加により、約 15 K の補償温度の低下

が観測された。また周辺温度(260 K)において、6 T もの

巨大な保磁力変調を観測した。Tb/Co 多層膜でも同様の

結果が得られたが、補償温度の変化量は Tb/Fe 多層膜

の方が大きい傾向が得られた。 
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Fig. 1: (a)(b) Temperature dependence of 
coercivity Hc and anomalous Hall resistance RHall 
for Tb/Fe multilayer deposited on a flexible 
substrate. εx indicates the applied tensile strain. 

 


